
「上下水道」の政策体系

上下水道
上下水道施設の
整備・更新

・導水管整備更新事業
・配水管更新事業
・浄水場施設整備事業

・水洗便所改造資金貸付事業

・一般汚水公共下水道維持管理事業
・一般汚水公共下水道整備事業

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）

水の安定供給

下水道の整備と
維持管理

汚水の適正処理

上下水道施設の
適切な維持管理

水道事業の健全経営

水洗化の促進

・上水道施設修繕事業
・上水供給事業

・水道経営事務

農業集落排水施設の
維持管理

・農業集落排水維持管理事業



■施策評価シート
(16)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 14 14 24 27 58 48 87 84

件 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 52.2 50 50 50.5 45 43 40 29.2

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 6 0 0 11 0 0 0 1

件 1 0 0 0 0 0 0 0

件 0 0 0 0 0 0 0 0 【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

件 0 0 0 0 0 0 0 0

件 4 4 7 8 5 1 5 3

ヶ所 0 0 0 0 0 0 1 2

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

導水管整備事業は現在順調に進んでいるが、県との共同事業分は、国庫補助対象事業であ

るため、国や県の財政事情により事業の進捗が懸念されるため、計画どおり完了するよう要望

していく必要がある。

今後、浄水場、管路ともに経年変化・耐震補強による主要施設の大型更新が迫っているため、

水道ビジョンに沿って各施設の実施計画を策定していく必要がある。

配水管整備事業については、活動指標に影響す
る要素となりにくい。

個別
内容

H24は猛暑で原水の水質悪化があったものの水
質事故までには至らなかった。環境・条件

の変化

猛暑が続きカビ臭や生ぐさ臭を出すプランクトン
の発生により、長期にわたる高度処理施設の運
転を行った。

関係課のコメント責任課による分析

事務
事業

指標

体系

導水管事業のうち県との共同事業については、
国政と県財政の影響による事業の進捗など、マ
ネジメントが難しい面があった。

共同事業で、予算配分や事業進捗等の違
いにより、関連事業の調整が複雑化してい
る。

上水道課

平岡　和良

草津市施行の導水管整備事業は、入札などによる事業費ベースの変化により、進捗率が低く

なったが、予定通り事業発注等されており問題ない。

浄水場の経年化設備率が下がってきており、併せて日常点検と適正な更新および水質検査な

どの励行の結果、正常運転が継続できている。

上水道施設の整備・更新

単位

浄水場の機器等の重大故障
件数

原水等水質の重大汚染件数

送電事故及び天災等による
施設破損件数

浄水場機器等の設備更新事
業件数

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

水道水の濁り・本管破損によ
る断水などの苦情件数

活動指標

導水管整備事業進捗率（事
業費ﾍﾞｰｽ）

浄水場機能停止件数

耐震補強

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

上水道の配水管や導水管、浄水場などの施設につい
て、整備・更新を計画的に実施します。

浄水場の経年化設備率

項目

その他の外的
・他律的な事象

（責任課コメント）

単位



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 213,504 228,408 428,647 707,189 1,577,748 計画

実績 178,333 232,907 284,406 635,458 1,331,104 実績

計画 350,288 406,190 640,339 371,042 1,767,859 計画

実績 132,081 293,009 435,222 237,516 1,097,828 実績

計画 159,625 13,643 17,994 21,976 213,238 計画

実績 108,221 0 9,273 0 117,494 実績

計画 170,164 222,194 208,720 196,065 797,143 計画

実績 137,846 182,778 147,267 141,011 608,902 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 893.6 870.4 1,295.7 1,296.3 4,356.0

計画 実績 556.5 708.7 876.2 1,014.0 3,155.3

実績 計画 734.0 856.8 1,277.7 1,274.3 4,142.8

計画 実績 448.3 708.7 866.9 1,014.0 3,037.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 配水管更新事業 上水道課

3 － 配水管整備事業 上水道課

4

5

主 浄水場施設整備事業 浄水課

19

18

17

16

導水管整備更新事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

上水道課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

A

A

A

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(16)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 0 0 0 0 0 0 0 0

件 0 0 0 0 0 0 0 0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 746 746 746 675 675 718 675 708

日 365 365 365 365 366 366 365 365

日 365 365 365 365 366 366 365 365 【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

　漏水を放置しておくと道路の陥没等による事故の発生や有収率の低下につながるため、漏
水調査による早期発見や早期修理を行うことで漏水を未然に防ぎ、また、有収率の向上を図る
ためにも今後も計画的な漏水調査を徹底して行う必要がある。
　浄水場については、計画的・効率的な修繕および更新等維持管理費用を毎年計上しており、
今後も費用対効果を勘案し適切な予算執行に努めていくことが必要である。 また、昨年の東
日本大震災の教訓から市民生活にとって重要施設であることを肝に銘じ、大規模災害を想定
した上で、浄水場施設の耐震化補強等を水道ビジョンに基づき強力に推進する必要がある。

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事務事業名 担当課
施策成果

への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

備考

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

・市内の管路の整備・更新が修理件数に影響を及
ぼしている。
・浄水場関連の施設設備の整備・更新は浄水施設
の維持管理に影響を及ぼしている。

管路の予防保全や更新整備が修理件数の
低下につながっている。
・浄水場等関連施設整備は、水質の安定や
供給の安定につながっている。

・漏水調査による漏水個所の減少は、浄水
量の減少、浄水コストの減少、有収率の向
上につながっている。

指標

・東日本大震災の時、草津市の震度は3であり、水
の供給についてはほぼ影響がなかった。しかし、
琵琶湖西岸断層帯や南海・東海・東南海地震に備
えて、耐震化を進める必要がある。

環境・条件
の変化

個別
内容

・漏水調査は漏水箇所をピンポイントで発見できる
可能性が高いため、漏水調査による漏水発見件
数が漏水修理件数に影響している。

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

・東日本大震災の時、濁りや破損等は無
かったが、施設の耐震化については、水道
ビジョンと最新の指針により進める必要が
ある。

・「断水件数」の目標値・実績値ともに0件で推移し
ている。今後も0件を目標にする。
・「浄水場の給水停止件数」の目標値・実績値とも
に0件で推移している。1件でもあれば被害甚大で
あるので、今後も0件を目標とする。

・「断水」は浄水場の停電事故や幹線管の
破損事故によるもの、「給水停止」は水道水
質の異常によるもので、いづれも施設等の
適正管理で今後も0件を目標とする。

体系

項目

修理件数
その他の外的
・他律的な事象

　安全でおいしい水を安定して供給しているが、平成24年度は成果指標とした、「断水件数」及
び「浄水場の給水停止件数」の実績値がともに0件という結果であった。「浄水場の給水停止件
数が1件でもあると市民生活や事業活動に大きな影響があるため、今後も0件を目標とする。

成果指標

施策の概要

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

質的・量的な水の安定供給を堅持するため、各施設の
適切な維持管理を行います。

単位

上水道施設の適切な維持管理

上水道課

平岡和良

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

原水及び浄水の水質検査

浄水施設の維持点検整備

　また、平成24年度の「修理件数」は前年度と比較し、ほぼ横ばいの状況である。老朽管の更
新工事を年次計画により実施しているが、高経年化した市域の給配水施設の維持管理におい
ては漏水調査・通報等に応じた対症的な修繕が依然必要な状況である。
「原水及び浄水の水質検査」及び「浄水施設の維持点検整備」については、一年中休みなく安
全でおいしい水を提供していることが、浄水場の維持管理が適切になされている証である。

断水件数

浄水場の給水停止件数

・断水件数：１日を超える継続した断水の件数
・修理件数：草津市が管工事協同組合に修繕委託した実績件数

単位



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 10,552 8,171 7,487 4,192 30,402 計画

実績 6,578 6,224 4,909 4,192 21,903 実績

計画 104,102 105,188 101,982 101,038 412,310 計画

実績 95,689 98,324 95,412 100,421 389,846 実績

計画 357,481 342,526 380,871 383,411 1,464,289 計画

実績 294,287 327,809 332,880 345,776 1,300,752 実績

計画 4,398 4,556 4,427 4,425 17,806 計画

実績 4,106 4,106 5,702 4,425 18,339 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 476.5 460.4 494.8 493.1 1,924.8

計画 実績 400.7 436.5 438.9 454.8 1,730.8

実績 計画 461.6 447.7 482.9 484.4 1,876.6

計画 実績 390.0 426.1 428.3 446.2 1,690.6

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 上水道施設修繕事業 上水道課

3 主 上水供給事業 浄水課

4

5

−
水道台帳管理システム運

営事業
上水道課

19

18

17

16

給水事業

事業
区分

15

14

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

上水道課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

A

A

A

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(16)-1 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 120 120 106 113 102 110 98 104

百万円 945 945 1,145 1,145 1,282 1,397 1,272 1,595

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

百万円 2,380 2,380 2,389 2,384 2,282 2,293 2,183 2,179

百万円 1,980 1,980 2,244 2,119 2,239 2,085 2,235 2,087

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

営業収益＋営業外収益（税抜）

営業費用＋営業外費用（税抜）

単位

水道事業経常収支比率

（営業収益＋営業外収益）

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

経営の効率化を図り、適正な料金設定とするとともに、
健全な事業経営を行います。

水道事業の健全経営

上下水道総務課

田中　義一

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

利益積立金
成果指標

施策の概要

／（営業費用＋営業外費用）

　水道事業における経営の効率化を図り、健全で持続可能な事業経営を行うよう努力してお
り、平成24年度においても、成果指標とした「水道事業経常収支比率」と「利益積立金」につい
て、両指標とも目標値を達成した。
　経常収支比率については、経常的な収支のバランスから資金の流れを見る指標で、この比
率が高いほど支払能力が高いことを表し、経営の効率化という視点からも目標を達成できてい
るものと考えている。また、利益積立金については、将来の収益的収支の赤字補てんに備えた
積立金であるが、平成23年10月から時限措置として施行している水道料金の一律10％利益還
元措置の原資にもなっており、中長期的視点からの計画的な管理が必要である。

営業収益＋営業外収益（税抜）：水道事業決算および事業報告書における営業収益と営業外収益（税抜）の決算値
営業費用＋営業外費用（税抜）：水道事業決算および事業報告書における営業費用と営業外費用（税抜）の決算値

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
成果指標の目標値設定については、H22年度策
定の水道事業経営計画に基づいており、適正な
目標値を設定しているものと考える。

体系

節水機器の普及などによる節水型社会の定着
や、長期的に渡る社会経済情勢の低迷による企
業活動の鈍化から、給水人口の増加が直接給水
量（給水収益）の増加に結びつかない状況にあ
る。

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

　平成23年10月から平成28年3月までの間に施行する水道料金の一律10％利益還元措置の
影響や減価償却費の増加によって、将来的には単年度赤字が発生することを見込んでいる。
単年度赤字については利益積立金の取り崩しによる対応するものの、水需要の喚起など収益
確保に係る取り組みや、アセットマネジメントによる計画的な設備の維持補修等によってコスト
抑制を図るなど、創意工夫により、経営基盤の強化に一層取り組んでいく必要がある。
　平成24年度から基幹水道施設に対する耐震補強関連事業が本格化しており、当該事業が経
営に与える影響を的確に把握しながら、計画的な事業遂行に努める必要がある。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 670 670 685 699 2,724 計画

実績 586 548 719 607 2,460 実績

計画 5,398 5,972 6,107 6,305 23,782 計画

実績 4,565 5,720 5,916 6,365 22,566 実績

計画 75,446 83,114 88,635 84,429 331,624 計画

実績 68,137 72,141 84,612 79,577 304,467 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 81.5 89.8 95.4 91.4 358.1

計画 実績 73.3 78.4 91.2 86.5 329.5

実績 計画 5.4 6.0 6.1 6.3 23.8

計画 実績 4.6 5.7 5.9 6.4 22.6

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

B

9

施策成果
への
貢献度

A

A

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

上下水道総務課水道啓発事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2 主 水道経営事務 上下水道総務課

3 − 水道料金徴収事務 上下水道総務課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(16)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 93.2 93.2 93.8 95.0 94.4 95.0 95.0 95.1

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

戸数 529 400 400 346 400 584 400 615

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

備考

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

　平成２４年度末における水洗化率目標値９５．０％に対して、実績は、９５．１％であり、目
標達成することができた。引き続き、水洗化啓発は実施していく。
　水洗化されていない家屋は、経済的な要因や家族構成要因が大きく影響されている
と思われる。

　水洗化の促進については、９５％以上となり、概ね達成できたものと考えられる。
　今後も水洗化啓発は引き続き行っていくが、併せて未水洗化家屋台帳について項目
の充実や浄化槽台帳との整合を図り、今後の対応を考える必要がある。

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

環境・条件
の変化

水洗化率

施策番号

項目

西岡　善和

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

下水道供用開始区域内の未水洗化世帯に対して、下
水道への早期接続を促していきます。

水洗化の促進

下水道課

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

成果指標

施策の概要

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

水洗化率：処理区域内における水洗化の人口割合

水洗化の啓発件数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 240 95 95 64 494 計画

実績 49 32 16 11 108 実績

計画 300 0 0 0 300 計画

実績 0 0 0 0 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.5 0.1 0.1 0.1 0.8

計画 実績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

実績 計画 0.2 0.1 0.1 0.1 0.5

計画 実績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 －
水洗便所改造補助金交付

事業
下水道課

3

4

5

19

18

17

16

水洗便所改造資金貸付事
業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

下水道課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

Ｃ

10

8

12

Ａ

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(16)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 6 0 0 1 0 0 0 1

％ 94.9 94.9 95.0 95.1 95.1 95.2 95.2 95.4

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

戸数 34 33 43 37 23 1 13 11

ha 2353 2363 2343 2375 2357 2385 2395 2386

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

整備戸数

整備面積(累計)

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

計画に基づいて下水道整備を進めるとともに、市民が
安心して下水道を使えるよう施設の適切な維持管理を
行います。

下水道の整備と維持管理

下水道課

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

単位

下水道普及率；　行政区域内人口における下水道処理区域内人口の割合

成果指標

施策の概要

本管閉塞件数

下水道普及率

下水道課

Ａ

Ａ

施策番号

項目

事務事業名

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

改善内容の詳細

公共下水道長寿
命化対策事業

下水道課

公共下水道総合
地震対策事業

体系

西岡　善和
下水道普及率実績が９５．４％と目標達成したが、整備
区域内人口の増加によるところによるものと思われる。

社会資本総合整備事業の一環として下水道整備
を進めているが、国等の経済政策の大幅な転換
により交付金が大きく変動する可能性がある。

責任課による分析

環境・条件
の変化

平成２４年度末における本管閉塞件数目標値０件に対して、実績１件であり、目標を達成する
ことができなかった。ただし、当該閉塞は公共汚水桝からの異物混入により発生したもので維
持管理の不備によるものではない。
平成２４年度末における下水道整備目標率９５．２％に対して、実績９５．４％であり、目標達成
することができた。

下水道施設の老朽化対策として、平成２４年度に公共下水道長寿
命化計画を策定し、平成２５年度より本格的に長寿命化対策事業
を行っていく。

近年の地震の教訓を踏まえ、平成２４年度に公共下水道総合地震
対策計画を策定し、平成２５年度より本格的に総合地震対策工事
を実施していく。

手段の変更

手段の変更

備考

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

下水道施設を良好に管理し、本管閉塞件数目標値０件に達するよう事故発生の防止
に万全を期す。
公共水域の保全に対して、公共下水道整備の果たす役割は大きく、未整備箇所の解
消に向け、今後も計画的な整備を行う必要がある。
経年劣化による損傷拡大の防止や大規模な地震に備えるため、老朽化している下水
道施設の長寿命化対策に向けた取り組みや地震対策に向けた取り組みを行う必要
がある。



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 103,029 176,372 109,455 109,502 498,358 計画

実績 74,479 148,588 90,799 99,783 413,649 実績

計画 2,056 1,212 1,212 1,260 5,740 計画

実績 1,468 855 499 1,020 3,842 実績

計画 8,355 8,960 8,960 8,632 34,907 計画

実績 6,832 8,372 8,374 4,458 28,036 実績

計画 405,900 393,500 239,400 238,918 1,277,718 計画

実績 289,156 391,336 141,616 198,439 1,020,547 実績

計画 65,999 83,070 83,070 56,585 288,724 計画

実績 76,759 68,154 71,560 55,627 272,100 実績

計画 1,939 1,824 1,824 1,362 6,949 計画

実績 1,600 1,461 1,285 1,111 5,457 実績

計画 1,778,344 1,821,428 1,924,107 1,967,395 7,491,274 計画

実績 1,778,343 1,821,428 1,925,082 1,968,306 7,493,159 実績

計画 934,362 887,773 749,785 660,872 3,232,792 計画

実績 922,824 879,606 739,367 653,426 3,195,223 実績

計画 1,006,367 995,430 895,904 879,885 3,777,586 計画

実績 916,382 929,955 462,943 880,743 3,190,023 実績

計画 79,770 78,914 75,507 126,559 360,750 計画

実績 66,217 79,711 73,773 70,312 290,013 実績

計画 22 137 13,183 3,109 16,451 計画

実績 14 0 2,686 3,069 5,769 実績

計画 52,498 46,618 55,778 58,069 212,963 （百万円）

実績 48,742 38,314 53,825 54,974 195,855 計画 4,438.6 4,495.2 4,158.2 4,112.1 17,204.2

計画 実績 4,182.8 4,367.8 3,571.8 3,991.3 16,113.7

実績 計画 508.9 569.9 348.9 348.4 1,776.1

計画 実績 363.6 539.9 232.4 298.2 1,434.2

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

D

D

28

29

27

Ａ

D

D

D

D

25

26

公共下水道（法適用） 上下水道総務課

12 −

Ａ

− 企業債償還利子（公共・農集）上下水道総務課

9

施策成果
への
貢献度

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

10 − 公共下水道（推進費、消費税）上下水道総務課

8

13

11 −

公共下水道事業（使用料） 上下水道総務課

−
公共下水道（一般汚水）事業
（流域維持管理負担金）

上下水道総務課

6 −
一般汚水公共下水道各種団

体負担金等
下水道課

7 − 企業債償還元金（公共・農集） 上下水道総務課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

下水道課
一般汚水公共下水道維持管

理事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

主 一般汚水公共下水道整備事業 下水道課

−
一般汚水公共下水道流域建

設負担金事務
下水道課

2 −
公共下水道受益者負担金･
分担金賦課徴収事務

下水道課

3 −
一般汚水公共下水道水質調

査事業
下水道課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(16)-2 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 0 0 0 0 0 1 0 0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

平成２４年度末における本管閉塞件数目標値０件に対して、実績０件であり、目標を達成する
ことができた。

事務事業名

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

施設の適切な維持管理を行います。

農業集落排水施設の維持管理

下水道課

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

単位

担当課
施策成果
への
貢献度

成果指標

施策の概要

本管閉塞件数

改善の方針

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

施策番号

項目

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

西岡　善和

責任課による分析

改善内容の詳細

農業集落排水
処理場制御盤
更新事業

下水道課

体系

環境・条件
の変化

Ａ
維持管理において支障をきたしている各処理場の機器につ
いて、事故発生防止のため機器更新を行う。

拡充

備考

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

農業集落排水施設を良好に管理し、本管閉塞件数目標値０件に達するよう事故発生
の防止に万全を期す。
農業集落排水施設の老朽化により、処理場の制御盤内の機器不良が見られ、漏電や
緊急停止が増加している。事故発生防止のため、早期に機器更新を行う必要がある。



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 71,129 70,418 70,418 74,005 285,970 計画

実績 69,531 70,253 71,394 73,186 284,364 実績

計画 7,606 5,697 5,697 2,322 21,322 計画

実績 6,387 3,896 5,438 1,851 17,572 実績

計画 2,446 2,072 2,496 2,822 9,836 計画

実績 2,275 1,776 2,631 2,713 9,395 実績

計画 4,101 3,815 3,770 3,758 15,444 計画

実績 3,815 3,396 3,911 3,916 15,038 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 85.3 82.0 82.4 82.9 332.6

計画 実績 82.0 79.3 83.4 81.7 326.4

実績 計画 71.1 70.4 70.4 74.0 286.0

計画 実績 69.5 70.3 71.4 73.2 284.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

Ａ

9

施策成果
への
貢献度

Ａ

D

D

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

下水道課農業集落排水維持管理事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

− 農業集落排水事業（消費税） 上下水道総務課

2 − 農業集落排水機器更新事業 下水道課

3 − 農業集落排水事業（委託料） 上下水道総務課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計


